
岡山県医療審議会 議事概要 

 

１ 開催日時 令和６年３月１８日（月）１４時００分～１６時００分 

 

２ 開催場所 岡山県医師会館 ４０１会議室 

 

３ 出席委員 松山正春、難波義夫、武田俊彦、西岡宏樹、池宗敏文、髙田清彦、 

國定 剛、岡﨑文代、飛山美保、江本公一、二宮一枝、坂本八千代 

（１５名中１２名） 

 

４ 審議経過 

（１）開 会 

１４時００分開会。 

  半数以上の出席により会議の成立を宣言。 

 

（２）あいさつ 

  保健医療部長 あいさつ 

 

（３）審議概要 

松山会長が議長となり、議事録署名人として、難波委員と岡﨑委員を指名。 

 

協議① 第９次岡山県保健医療計画案について 

事務局から資料により説明。 

 

○委員 人材確保について、いつも書いてはいただいているが、全然できていない

ので何とかならないかという感じはするが、努力はしていただきたいと思う。 

 

●適当と認めるとして答申をすることとなった。 

 

協議② 特定労務管理対象機関の指定について【非公開】 

事務局から資料により説明。 

（質疑応答あり） 

 

●適当と認めるとして答申をすることとなった。 

 

協議③ 岡山県病床機能再編支援事業に係る再編計画について 

事務局から資料により説明。 

（質疑なし） 

 



●適当と認めるとして答申をすることとなった。 

 

協議④ 地域医療連携推進法人の定款変更について 

事務局から資料により説明。 

 

○委員 最初に認可するときに、岡山救急メディカルネットワークの名称が適当か

どうかということが少し問題になったかと思うが、その後、支障はあったか。 

 

○医療推進課長 現在のところ、特に支障があるということは聞いていない。 

 

●適当と認めるとして答申をすることとなった。 

 

報告① 第８次岡山県保健医療計画の進捗状況等について 

報告② 医療法人部会及び救急医療対策部会の審議状況について 

事務局から資料により①と②について続けて説明。 

 

○委員 自己評価について、いろいろ課題があるようだが、第９次の計画に是非、

活かしていただきたい。 

 

○委員 達成度について１や２が見受けられるが、ＰＤＣＡにおけるチェックとい

うのは結果ではなく、どこに問題があったか拾い出して、それに対しアクション

を起こさないといけない。達成状況には結果に近いものが書いてあるが、例えば、

健康増進のところも３があってあとは１や２で、岡山県の達成状況はかなり低い

ということになろうかと思う。他の項目でもそうだが、そうであれば、１や２に

ついては、達成状況をもっと深堀して、今後の取組についてもう少し具体的に書

かないといけない。書いてあることは、今までやってきた部分がほとんどだと思

うが、その低いところをどういうふうに上げていくのかを、もっと見える化しな

いと、残念ながら健康増進は上がりようがないのかなと思う。全体を含め、せめ

て１と２のところは原因を深堀してどうしていくのかということを目に見える

形とし、県の立場も難しいのはわかるが、やはり関係者ともっと連携してやって

いただきたいと思う。 

 

○医療推進課長 おっしゃるとおりだと思う。例えば、がんのクリティカルパスの

利用状況が少ないということで、がん部会において、パスを利用している拠点病

院が限られているから利用が少ないという分析をし、来年度以降のパスのあり方

やかかりつけ医の方にどう伝えるかという議論を深めているところ。また、心筋

梗塞のパスについては、パスの内容がわかりにくいということもあったので、内

容の改訂や使用方法等の周知について、心筋梗塞部会の方で議論を深めていくと

いうようなことを考えている。記述が足りないという部分については申し訳ない

と思う。 



 

○委員 パスについては、かかりつけ医から申請するものではないので、病院の方

から何かこれをやりましょうということでやるものだと思う。こちらからなかな

か言いにくいので、やはり治療した方からの連絡ということになると思う。その

辺りの連絡・連携を考えていただければ、断るかかりつけ医はいないと思うので、

是非そういう方向でやっていただきたい。 

 

その他 

 

○委員 先ほど他の委員が言われたことの繰り返しにはなるが、できないものにつ

いて、どうするのかを率先して報告していただきたいと思う。こちらから質問を

してから答えるというのは、できなければそれで済ませたいというような感じが

しないでもない。こういう結果が出たとき、１や２の数がたくさんあるので、一

つ一つの説明は難しいと思うが、少なくとも１という評価の部分については、反

省と今後はこうしたいというものを記載し、次の計画に含まれているのであれ

ば、次の計画ではこういうふうにしたというのを、こちらが言わなくても報告を

するのが本来の姿だと思う。 

 

○委員 先ほど言ったとおり、人材確保は毎回どこでも書いてあるが、それが達成

できていないという医療計画なので、その辺は何とか、パスの話もそうだが、や

はりそういうところを拾って進めて行っていただければ、岡山県の医療が益々良

くなるかと思う。 

   

 

以上ですべての審議を終了し、議長が閉会を宣言した。 

 


